
第３次秦野市環境基本計画
*** 2021年ー2030年 ***

概要版

〈実践編〉

日常生活＆事業活動
ver.

私たちが住む秦野には、人と自然が共生した豊かな環境が広がっています。

この恵みは、秦野で暮らす人、働く人、遊びに来る人など、

みんなの力で次の世代、そのまた次の世代へと未来につなげていくことが大切なんだよ♪

一つひとつの積み重ねが、人や自然の“ ニコッ”をつくって、

みんなの心、地球の心を豊かにしてくれるんだ。

＊本文中の下線や取組の詳しい説明は、貼付の二次元コードから計画書へジャンプして確認できます。

＊日常生活編では、たくさんの を集めてみよう。（１日１０個を継続しよう！）

未来 につなげるエコニコ作戦！!

～ でつくる みんなの ～eco O
エ コ ニ コ
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SDGsの関連する

ゴール

奥山

農地

市街地

里地里山

里川

水源林

生き物

水とみどりの環を守り、育み、生かすまち
～共生型社会の実現を目指して～

飢餓をゼロに
飢餓に終止符を打ち、食料の安定
確保と栄養状態の改善を達成する
とともに、持続可能な農業を推進
する

安全な水とトイレを世界
中に
すべての人に水と衛生へのアクセ
スと持続可能な管理を確保する

住み続けられるまちづく
りを
都市と人間の居住地を包摂的、安
全、強靭かつ持続可能にする

陸の豊かさも守ろう
陸上生態系の保護、回復および持
続可能な利用の推進、森林の持続
可能な管理、砂漠化への対処、土
地劣化の阻止および逆転、ならび
に生物多様性損失の阻止を図る

パートナーシップで目標
を達成しよう
持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

１

←こちらから計画書をチェック！
●キーワードdeコラムⅠ「森林セラピー」
●キーワードdeコラムⅡ「秦野名水ロゴマーク」も読んでね♪



日常生活編 事業活動編

■森林や里地里山の保全再生と利活用
～豊かな森林・里山をみんなの手で守り、生かしていきましょう～

□植樹や育樹活動に参加しましょう
□整備活動に必要な技術や経験を身に付けましょう
□秦野産木材を使っていきましょう
□森林セラピーやハイキングなどに参加して、森林・里山にふれ
合いましょう

□森林の保全のため、植樹活動や野外活動に参加しましょう
□森林の整備のため、間伐や枝打ち等の技術・経験を培いましょ
う

□森林資源を有効活用した商品開発等を検討してみましょう

■地下水や里川の保全と利活用
～「日本一おいしい水」である秦野名水（地下水）や湧水、河川をみんなで守り、使い、伝えていきましょう～

□水を大切に使いましょう
□河川清掃などの保全活動に参加しましょう
□秦野名水のおいしさや歴史を学び、伝えていきましょう
□秦野名水ロゴマークを普及させましょう

□家庭や事業所での節水（雨水利用や節水機器の更新等）に努め
ましょう

□地下水汚染物質の使用を控え、地下水質の保全に努めましょう
□「秦野名水」に対する認識を深めるとともに、ロゴマーク使用
等の普及啓発に協力しましょう

■農地の保全再生と活用
～地域の特産をみんなで消費して、良さを知り(学び)、守り、広げていきましょう～

□新たな担い手として、農業を守りましょう
□地域の力で鳥獣から農産物を守りましょう
□農地の荒廃を防ぎましょう
□地産地消サポーター制度を利用しましょう
□収穫や農園ハイクなどの観光農業を体験しましょう

□GAP（農業生産工程管理）の手法を導入しましょう
□荒廃・農地解消活動に協力しましょう
□掘り取り観光や農園ハイク等を実施し、体験型農業を拡充しま
しょう

■生物多様性の保全再生と持続可能な利用
～身の回りの自然や生き物にふれ合い、大切だと思う心を育みましょう～

□自然観察会や生き物調査に参加しましょう
□生き物の生息環境を保全する活動に参加しましょう
□生物多様性に対する知識を深めましょう
□希少種等の保護と外来種の駆除に協力しましょう

□自然観察会等に参加し、生物多様性に対する知識（自然環境の
現状や課題）を深めましょう。

□開発行為の際は、周辺環境への影響を最小限にするように配慮
しましょう

※

※２つ以上取り組むことができたら、 をカウントしてね♪

ゴール11と17は、全てのステージで該当
するため、個別のラベリングは省略します。

２



SDGsの関連する

ゴール
地球環境の保全と変化への備えに地域から取り組むまち

～脱炭素型社会の実現を目指して～

低公害車

公共交通機関

クリーンエネルギー

リモート会議

クールビズ・ウォームビズ

省エネ機器

ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビルディング）

太陽光発電 カーシェア

屋上緑化

太陽光発電

ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）

省エネ機器・コ－ジェネレーション（ガス・燃料電池など）

ＬＥＤ

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに
すべての人々に手ごろで信頼でき、
持続可能かつ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保する

住み続けられるまちづく
りを
都市と人間の居住地を包摂的、安
全、強靭かつ持続可能にする

気候変動に具体的な対策
を
気候変動とその影響に立ち向かう
ため、緊急対策を取る

パートナーシップで目標
を達成しよう
持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

３

←こちらから計画書をチェック！
●キーワードdeコラムⅢ「再生可能エネルギー」 も読んでね♪



日常生活編 事業活動編

■地球温暖化対策の推進・その１【緩和策：二酸化炭素の排出抑制対策】
～私たちが暮らす地球の現状を知り、温暖化に対して、みんなが取り組めることを増やしていきましょう～

□地球温暖化に関する情報を収集しましょう
□地球温暖化を学べるイベントや取組に参加しましょう
□エコな移動（運転や通勤）を利用しましょう
□クールビスやウォームビズを実践しましょう

□環境負荷の少ない行動（消費の選択や移動の転換など）を心掛
けましょう

□地球温暖化対策推進法及びエネルギーの使用の合理化等に関す
る法律(省エネ法)等に基づいた、CＯ2削減対策に取り組みま
しょう

□環境保全を軸とした経済活動に取り組みましょう

■地球温暖化対策の推進・その２【適応策：温暖化による気候変動の影響への回避対策】
～「気候変動」という言葉と意味を理解し、その影響や被害に備える準備を始めましょう～

□気温に合った服装を着用しましょう
□こまめに水分補給しましょう
□ハザードマップなどを確認し、防災グッズを用意しましょう
□災害時の行動等について家族や仲間で話し合いましょう

□自主的な防災対策に努め、自主防災組織の活動等に積極的に参
加しましょう

□気候変動適応法に基づいた気候リスクに備えましょう

■省エネルギー行動の促進及びエネルギー転換の検討
～冷暖房などの多用によるエネルギーの大量消費を控えて、地球や家計に優しいライフスタイルを心掛けてみましょう～

□冷暖房機は、推奨温度（冷房28℃・暖房20℃）を守りましょう
□LED照明に切り替えましょう
□クールビスやウォームビズを実践しましょう(再)
□再生可能エネルギーやコージェネレーションシステム※を導入し
ましょう

□環境負荷の少ない行動（消費の選択や移動の転換など）を心掛
けましょう(再)

□地球温暖化対策推進法及びエネルギーの使用の合理化等に関す
る法律(省エネ法)等に基づいた、CＯ2削減対策に取り組みま
しょう(再)

□太陽光発電等の再生可能エネルギー設備を積極的に導入しま
しょう

地球温暖化対策に、今できる“COOL CHOICE”

COOL CHOICE（クールチョイス）とは、脱炭素社会
づくりに貢献する製品への買換え、サービスの利用や
ライフスタイルの選択など、地球温暖化対策に資する
「賢い選択」をしていこうという取組のことです。

気になる
コトバ

“ゼロカーボン”に向けて出発！！

企業や家庭から出る二酸化炭素などの温室効果ガスを減らし、森林による吸収
分などと相殺して2050年に実質的な排出量を“ゼロ”にすることです。
秦野市は、令和３年(2021年)３月、ゼロカーボンシティへの挑戦を表明しました。
これにより、ワークスタイル・ライフスタイルの見直しなど、私たち一人ひとりの行動が
求められる、30年の長期にわたる取組がスタートすることになりました。

気になる
コトバ

※ガスなどを動力源としている発電機を用いて電力を作り、排熱しながら給湯や暖房に利用する
システム

ゴール11と17は、全てのステージで該当
するため、個別のラベリングは省略します。

４



SDGsの関連する

ゴール
ごみの減量・資源の循環により環境負荷が小さいまち

～循環型社会の実現を目指して～

Ｒeduce
リデュース

“発生抑制”

Ｒeuse
リユース

“再使用”

Ｒecycle
リサイクル

“再資源化”

マイバッグ

フリーマーケットリターナルボトル

詰め替え容器

ごみと資源の分別

住み続けられるまちづく
りを
都市と人間の居住地を包摂的、安
全、強靭かつ持続可能にする

つくる責任 つかう責任
持続可能な消費と生産のパターン
を確保する

パートナーシップで目標
を達成しよう
持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

５

←こちらから計画書をチェック！
●キーワードdeコラムⅣ「Ｒの仲間」も読んでね♪



日常生活編 事業活動編

■３Ｒ（発生抑制・再使用・再資源化）の推進
～ごみをできる限り、出さないように努めましょう（リデュース：Reduce）～

□ごみとしてすぐ廃棄されてしまうものは、なるべく買わないよ
うにしましょう

□過剰包装や不要なものは、なるべく断り※ましょう
□生ごみはよく水を切って捨てましょう
□マイバッグの持参を心掛けましょう

□事業系可燃ごみ（事業系一般廃棄物）や産業廃棄物は、法令等
に基づき、適正に処理しましょう。

□事業系可燃ごみ（事業系一般廃棄物）や産業廃棄物の減量・資
源化を進めましょう

□食品廃棄物や食品ロスの削減に努めましょう

■３Ｒ（発生抑制・再使用・再資源化）の推進
～ものを大切に、繰り返し使用するように努めましょう（リユース：Reuce）～

□「リユース！もったいないDay！」などを活用しましょう
□生ごみ処理機等を使用して、生ごみの堆肥化(資源化)に努めま
しょう

□直せるものはなるべく修理※して、ものを長く、何度でも使い
ましょう

□食品廃棄物は、できるだけ飼料や肥料に再生させましょう

■３Ｒ（発生抑制・再使用・再資源化）の推進
～ごみと資源の分別を徹底し、資源がもう一度生まれ変われるように努めましょう（リサイクル：Recycle）～

□ストックハウスやスーパーなどの拠点回収を活用しましょう
□集団資源回収に参加しましょう
□さまざまな回収品目（家電など）を知り、便利で適切な回収制
度を利用しましょう

□家電製品を販売する時は、交換する家電製品を引き取りましょ
う

“もったいない”は、世界の“MOTTAINAI”へ

環境分野で初のノーベル平和賞を受賞したケニア人女性のワンガリ・マータイさんが、2005年の来日の際に感銘を受けたのが「もったいない」とい
う日本語でした。〇環境 3R + Respect ＝ “もったいない”
Reduce・Reuse・Recycleという環境活動の３Rをたった一言で表せるだけでなく、かけがえのない地球資源に対するRespect(尊敬の念)が込められている言葉、そ
れが「もったいない」。
マータイさんは、この美しい日本語を環境を守る世界共通語「MOTTAINAI」として広めることを提唱しました。こうしてスタートしたMOTTAINAI
キャンペーンは、地球環境に負担をかけないライフスタイルを広め、持続可能な循環型社会の構築を目指す世界的な活動として展開しています。

（MOTTAINAIキャンペーン事務局HPより引用）

気になる
コトバ

※リペア(Repair)

※リフューズ(Refuse)

ゴール11と17は、全てのステージで該当
するため、個別のラベリングは省略します。

６
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SDGsの関連する

ゴール
安全・安心・快適に暮らせるまち

～快適で美しい都市空間の実現を目指して～

敷地内緑化

歩道の整備

良好な景観（無電柱化や土地利用）

環境美化

大気の保全

安全な水とトイレを世界
中に
すべての人に水と衛生へのアクセ
スと持続可能な管理を確保する

産業と技術革新の基盤を
つくろう
強靭なインフラを整備し、包摂的
で持続可能な産業化を推進すると
ともに、技術革新の拡大を図る

住み続けられるまちづく
りを
都市と人間の居住地を包摂的、安
全、強靭かつ持続可能にする

つくる責任 つかう責任
持続可能な消費と生産のパターン
を確保する

パートナーシップで目標
を達成しよう
持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

海の豊かさを守ろう
海洋と海洋資源を持続可能な開発
に向けて保全し、持続可能な形で
利用する

←こちらから計画書をチェック！
●キーワードdeコラムⅤ「Society(ソサエティ)5.0 」
●キーワードdeコラムⅥ「海洋プラスチック」も読んでね♪



日常生活編 事業活動編

■うるおいや ゆとりあるまちづくりの推進
～宅地や大規模建物の造成、交通利便の向上といった都市化の進展と並行して、緑豊かな原風景とそこに息づく歴史・文化のより良い調和を図りましょう～

□樹林保全地区及び保存樹木を適正に管理しましょう
□庭先や地域の活動場所に緑や花を植え、快適な空間を演出しま
しょう

□公園や道路をみんなの手で彩り（整備し）、ふれ合いましょう
□歴史的資源を知り、学び、それらの保全活動に参加しましょう
□伝統行事や郷土芸能に参加するとともに、継承活動にも協力し
ましょう

□事業所内の緑化に努めましょう
□公園愛護会やアダプトプログラムに参加しましょう
□屋外広告物の整理やデザインを工夫しましょう
□玄関先等の通りに面する場所に花の植栽やプランターを設置し、
快適な空間を演出しましょう

□開発行為においては、法令遵守と歴史的・文化的な地域特性に
配慮しましょう

■環境美化の推進
～環境美化の意識を培い、きれいなまちで暮らしましょう～

□海洋汚染プラスチック問題などに目を向け、ごみはポイ捨てせ
ず、家まで持ち帰りましょう

□不法投棄を発見した時は、警察に通報しましょう
□住宅周辺の清掃を心がけ、地域や団体の美化活動にも積極的に
参加しましょう

□住宅周辺の清掃を心がけるとともに、地域や団体の美化活動に
も積極的に参加しましょう

■各種公害対策の推進
～身近な生活環境（大気や水質、騒音や振動など）に気を配りながら、快適なまちで暮らしましょう～

□低公害車や電気自動車等の排出ガスが少ない自動車を選びま
しょう

□エコドライブを実践し、アイドリング等の自動車騒音を出さな
いようにしましょう

□周辺環境の迷惑となるような生活騒音や振動を出さないように
しましょう

□排水等による水質汚濁を防止するため、法律や条例、協定等に
基づく排水基準を遵守しましょう

□法令遵守を徹底するとともに、周辺環境にも配慮しましょう

出典：日本財団ホームページ

“海洋プラスチック”から、海や川の生き物を守ろう

プラスチックは、ビニールや発泡スチロール、さらには、洋服や自動車等に至るまで私たちの生活のあらゆる場面で利用
されていますが、その多くは「使い捨て」され、適正に処理されずに生活環境に流出してしまうことも少なくありません。
そうしたプラスチックの大半が「河川」などから「海」に流れ込み、最終的に海洋プラスチックとなって海中に浮遊し、被害を及ぼし
ています。秦野市では、海につながる河川の上流市としての責任と役割を再認識し、海岸や河川流域で美化活動を実施している自治体
や団体等と協力した河川清掃などの取組を進めていきます。

ゴール11と17は、全てのステージで該当
するため、個別のラベリングは省略します。

８

気になる
コトバ



SDGsの関連する

ゴール
多様な主体が輝くまち

～気づき、学び、行動できる社会の実現を目指して～

９

←こちらから計画書をチェック！
●キーワードdeコラムⅦ「はだの環境未来会議」も読んでね♪



日常生活編 事業活動編

■学びの場づくりと環境に対する意識や行動の醸成
～環境学習に触れ、正しく・楽しく学び、考えて行動しましょう～

□環境学習・教育・体験活動などに積極的に参加し、知識を深め
ましょう

□環境の保全に関する活動に参加し、ルールやマナーを守りま
しょう

□地球温暖化防止や省エネ等、環境に配慮した行動をとりましょ
う

□環境教育に関する取組に参画し、技術や知識等を提供すること
で、環境面における地域との繋がりを深めましょう

□事業・経済活動が環境に与える影響を意識し、その負荷をでき
る限り抑えるように努めましょう

□地球温暖化防止や省エネ等、環境に配慮した行動をとりましょ
う

■環境情報の効果的な活用と充実
～多様な媒体から情報を収集し、発信し、みんなで共有していきましょう～

□環境に関する活動や制度等の情報について、積極的に収集、発
信、共有しましょう

□環境に関する活動や制度等の情報について、積極的に収集、発
信、共有しましょう

“SDGs（Sustainable Development Goals／えす・でぃー・じー・ず／エスディージーズ／）”って...なぁに？

平成２７年(2015年)９月の国連サミットで採択された、平成２８年(2016年)から令和１２年(2030年)までの国際目標（世界の国々で決めた約束）の
ことです。持続可能（サステナブル）な世界を実現するための１７のゴール(目標)と１６９のターゲット(目標を実現するための行動など)から構成され、「地球
上の誰一人として取り残さない」ことを誓っています。
これは、国際社会全体が将来にわたって持続可能な社会を実現、発展させていくことができるよう、それぞれの課題に取り組んでいくことが必要とされています。

出典：国際連合広報センター

■ゴール１７：パートナーシップで目標を達成しよう

SDGsって、調べたり・勉強したりすればするほど、さまざまな取組が考えられていて、
１～17のゴールもお互いに協調し合うことで、達成されていくようになっているんだね。
注目したのは“ゴール１７”

これって、話し合い、協力し合い、行動していくこと、つまり“みんなのために、みんなが取り組
む”ってことだと思うんだよね。

これから秦野市では、こうした場面（ワークショップやはだの環境未来会議の開催）
をたくさんつくっていくから、気軽な気持ちで参加してね。
“こんな秦野になってほしい”や“こんな秦野に住みたい”といった自分たちの思いや考え
で未来の秦野をデザインしよう！

気になる
コトバ
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恵み豊かな環境を共にはぐくみ未来へつなぐまち

ＡＬＬforＡＬＬ，for the ＦＵＴＵＲＥ.

未来に恵みと笑顔を残せるように

“できることからはじめよう！”

令和３年(2021年)３月発行
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いくつの取組みができたかな？

＝ニコッ／日


